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千歳川上流域の釣り解禁とその後 
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はじめに  

千歳川上流域である烏柵舞橋から王子製紙千

歳川第 4 発電所までの約 1.8 km は 1981 年から

2010 年 5 月 31 日まで，北海道内水面漁場管理委

員会の指示により魚類の採捕が禁止されていまし

た(2007 年 5 月 31 日までは全ての水産動物の採

捕が禁止）．しかし，委員会指示の施策は恒久的

措置では無いなどの理由から，2010 年 6 月に千

歳川上流域の委員会指示が解除されることとなり

ました．これまでのさけますセンターの調査から，

千歳川上流域は，サクラマスにとって好適な産卵

場，稚魚の生育場および親魚の越夏環境として重

要な役割を担っており，自然産卵を由来とする幼

稚魚が多く生息していることが確認されています

（さけますセンター 2010，今井ら 2010）． 

千歳川のような都市近郊の河川では，遊漁によ

る人為的減耗によって，サクラマスの資源が著し

く低下する事例が報告されており（安藤ら 2002，

杉若 1992），さけますセンター千歳事業所では，

千歳川上流域の釣り解禁によるサクラマス資源の

低下を懸念しています．そのため，2010 年の解

禁当初から千歳川上流域の利用状況を調査するこ

ととしました．なお，遊漁調査の対象魚は在来種

であるヤマメ（サクラマス幼魚または河川残留型）

と，近年釣りの人気対象種となっている外来種の

ブラウントラウトとしました． 

 

解禁後の遊漁利用状況 

調査エリアは解禁エリアである第一烏柵舞橋か

ら 830 m 上流へ向かった区間までとしました（図

1）．調査日は 6 月 1 日から同年 8 月 10 日までの

土日を含む 57 日間とし，午前 8 時に徒歩による

目視調査を行い，当区間を利用する釣り人の計数

を行いました．なお，釣り人は中村・飯田（2009）

を参考に，所持している竿やリール（糸巻き機）

の形状から餌釣り・ルアー釣り・フライ（毛ばり）

釣りの3種類のカテゴリーに分けて計数を行いま

した． 

その結果，餌釣りが 41人，ルアー釣りが 34人，

フライ釣りが 22 人と，餌釣りをする人が最も多

く確認されました（図 2）．このように解禁した

区間は，わずかな距離にもかかわらず多くの釣り

人に利用されたことが解ります．しかも調査結果

は午前 8 時時点のものであるため，実際にはもっ

と多くの釣り人に利用されていたことは容易に考

えられます．渓流魚の場合，釣れた魚を持ち帰る

ことで，わずかな人数の釣り人でも資源が急激に

減少することが報告されており（山本ら 2001），

解禁となった千歳川においても何らかのルール作

りが必要だと考えられます． 

 

釣獲後の魚の利用について 

徒歩による目視調査の際，魚篭（釣り上げた魚

を持ち帰るための入れ物）を携行していた釣り人

15 名を対象に魚の利用についての聞き取り調査

を行ったところ，ヤマメについては全員が「食べ

る」と回答したのに対し，ブラウントラウトにつ

いては図 3 のように「食べない」との回答が 7 人，

「大型魚なら食べる」と回答したのが 3 人，「食

べる」と回答したのが 5 人でした．なお，「食べ

ない」と回答した釣り人にその理由を聞き取りし

たところ，「赤い斑点が気持ち悪いから」や「美

味しくないから」という回答が得られました．北

海道ではヤマメは新仔釣りの対象や甘露煮など，

ひとつの文化として古くから親しまれています．

図 2. 利用者数調査結果． 
 

図 1. 調査エリア． 

 

図 3. ブラウントラウトについ

ての聞き取り調査結果． 
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一方，ブラウントラウトについては，この水系で

は 20 年ほど前から現れ始めている魚であり（鷹

見ら 2002），その文化についてはまだまだ日が

浅いことも，このような回答になった 1 つの要因

かもしれません．また，この結果は，サクラマス

とブラウントラウトでは漁獲圧が異なることを示

唆しています．ブラウントラウトなどの外来種は，

一般的に種間関係（捕食・競争・交雑・病原体の

伝播など）を通して，在来種の個体数を減少させ

ることが知られています．実際，千歳川でも支流

の紋別川やママチ川で，種間競争や交雑を通じて，

生息魚種が在来種のアメマスからブラウントラウ

トへ置き換わったとされています（Kitano et al. 

2009; Hasegawa & Maekawa 2009; Hasegawa et al. 

in prep.）．そのため，今後もサクラマスに対して

より強い漁獲圧が加わってゆくと，これまでサク

ラマスが利用していた空間にブラウントラウトが

侵入し，置換を助長することも考えられます．そ

のため，千歳川に生息するこの 2 魚種の関係につ

いて，注意深く観察する必要があると考えられま

す． 

 

おわりに 

サクラマス資源の枯渇や外来種問題は，古くか

らその場を利用してきた地域住民の娯楽や生活に

まで影響を及ぼすものと考えられます．環境倫理

学者であるアンドリュー・ライトは「都市の環境

倫理」の諸論考（Light 2001, 2003）の中で，都市

やその近郊の自然の維持管理や復元プロジェクト

に市民が参加することによって，環境保全の動機

が生まれ，環境に対する責任が芽生えるとしてい

ます．また，このような参加に基づく責任の自覚

は，実行力のある環境保全を考える上で重要なも

のであるとも述べています．千歳川上流域におい

ても委員会指示の解除を受けて， 2010 年 5 月 27

日に，当区域の健全な自然環境および動植物の保

護対策を考える場として，千歳市民団体による「千

歳川上流域保護対策協議会」が設立されています．

地域住民と研究機関とが都市近郊河川である千歳

川の問題点を一体となって考え，そして行動して

ゆくことで，科学的合理性の追求だけでは無く，

地域の実情に合わせた現実的かつ合理的な対策が

千歳川上流域に講じられてゆくことを今後期待し

ます． 
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